
を
あ
げ
る
。
合
田
さ
ん
は
Ｕ
Ｐ
の
財
務
管

理
を
担
当
す
る
教
授
に
協
力
を
依
頼
す
る

こ
と
を
提
案
、
セ
ン
タ
ー
が
Ｕ
Ｐ
に
掛
け

合
い
、
な
ん
と
か
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

形
で
か
か
わ
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。
年
2
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
戦
略
や

運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
セ
ン
タ
ー
の
合

同
運
営
委
員
会
（
セ
ン
タ
ー
、
Ｉ
Ｔ
産
業

界
、
Ｕ
Ｐ
、
関
係
省
庁
で
構
成
）
が
、
こ

「
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
（
Ｕ
Ｐ
）
デ
ィ
リ
マ
ン

校
に
設
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
研
修
セ
ン
タ
ー
が
、

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
Ｉ
Ｔ
研
修
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
、

２
０
０
４
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
大
学
や
専
門
学
校

な
ど
の
教
育
機
関
か
ら
供
給
さ
れ
る
人
材

の
7
月
に
開
か
れ
る
予
定
で
、
そ
れ
ま
で

に
ド
ラ
フ
ト
を
作
成
す
る
方
向
だ
。

こ
う
し
た
「
な
か
な
か
進
ま
な
い
事
態
」

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
合
田
さ
ん
は
あ

え
て
「
あ
せ
ら
ず
、
あ
な
ど
ら
ず
、
あ
き

ら
め
ず
」
の
精
神
を
強
調
す
る
。

「
こ
の
ス
タ
ン
ス
を
常
に
失
わ
ず
に
や
る

こ
と
、
ま
た
、
そ
の
順
番
も
重
要
。
日
本

の
経
験
を
伝
え
よ
う
と
い
っ
て
も
、
途
上

国
で
は
時
間
の
感
覚
も
社
会
習
慣
も
日
本

と
異
な
り
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。

そ
ん
な
と
き
は
、
じ
っ
く
り
相
手
と
話
を

し
な
が
ら
、
機
が
熟
す
ま
で
待
つ
こ
と
。

ど
う
し
て
も
相
手
が
納
得
で
き
な
い
な
ら
、

そ
の
理
由
を
話
し
合
う
。
そ
れ
が
で
き
ず

に
『
焦
り
』
が
出
る
と
、
次
に
来
る
の
は

『
侮
り
』。
こ
ん
な
に
言
っ
て
も
理
解
さ
れ

な
い
、
相
手
に
能
力
が
な
い
の
で
は
な
い

か
？
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
う

信
頼
感
が
損
な
わ
れ
、
最
終
的
に
『
あ
き

ら
め
』
に
な
る
。
し
か
し
、
相
手
も
こ
ち

ら
に
な
い
知
恵
や
優
れ
た
も
の
を
持
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
を
う
ま
く
引

き
出
し
な
が
ら
、
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
」

も
う
一
つ
、
合
田
さ
ん
が
、
セ
ン
タ
ー

の
自
立
発
展
性
の
た
め
に
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
こ
と
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
だ
。

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
研
修
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
と
、

セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
の
要
員
が
不
十
分

だ
と
い
う
。
長
期
的
に
質
の
高
い
研
修
を

実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
専
任
の
講

師
・
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
条
件
の
改
善
が
必

と
、
産
業
界
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
材
像
と

の
間
に
質
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
教
育

機
関
は
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
短
時
間
で
対
応

し
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
だ
け
の
基
礎
力
・
応
用
力
を
持
っ

た
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
が
れ
て

い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
分
野

の
学
部
卒
業
生
や
現
職
Ｉ
Ｔ
技
術
者
を
対

象
に
適
切
な
Ｉ
Ｔ
研
修
を
実
施
す
る
た
め
、

要
と
中
間
評
価
で
も
指
摘
さ
れ
た
が
、そ
の

た
め
の
人
件
費
を
賄
え
な
い
の
が
現
状
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
セ
ン
タ
ー

の
主
要
な
寄
付
者
・
奨
学
金
提
供
者
で
あ

る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
進
出
し
て
い
る
日
系

Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
、
講
師
の
派
遣
や
雇
用
・

奨
学
金
の
増
加
と
い
う
形
で
協
力
を
得
る

た
め
に
、
専
門
家
を
投
入
し
、
関
係
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
ス
タ
ッ
フ
の
そ
う
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上

さ
せ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
目

的
で
あ
る
「
人
材
の
質
的
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
は
、「『
ギ
ャ
ッ
プ
』
が

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
あ
い
ま
い
な
ま

ま
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
が
先
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
も
っ
と
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
合
田
さ
ん
は
言
う
。
そ
こ
で

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
必
要
な
技
術
・
能
力

の
移
転
、
研
修
講
師
の
確
保
・
育
成
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
研
修
コ
ー
ス
の
開
発
、
産

業
界
と
の
連
携
構
築
活
動
、
研
修
用
機
材

の
供
与
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
指
導
（
中
間
評

価
）
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
06
年
6
月
下

旬
〜
7
月
上
旬
。
実
は
そ
の
総
括
を
務
め

た
の
が
、
当
時
Ｉ
Ｔ
分
野
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国

際
協
力
専
門
員
だ
っ
た
合
田
ノ
ゾ
ム
さ
ん

だ
。
調
査
終
了
後
、
2
代
目
の
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
赴
任
し
、
自
ら
指
摘

し
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

重
要
な
課
題
の
一
つ
は
、
セ
ン
タ
ー
の

財
務
面
で
の
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

性
だ
。
セ
ン
タ
ー
は
Ｕ

Ｐ
の
補
助
金
、
奨
学
金
、
寄
付
金
で
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
約
半
分
を
占
め
る
補
助

金
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
減
少
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

「
将
来
の
自
立
発
展
性
を
確
保
す
る
に

は
、
中
期
的
な
財
務
見
通
し
を
早
期
に
策

定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
し
た
。
財

源
の
確
保
は
、
途
上
国
の
多
く
の
組
織
が

抱
え
る
問
題
だ
ろ
う
。
結
論
か
ら
言
う
と
、

こ
れ
が
あ
ま
り
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
ん
で
い

な
い
。
セ
ン
タ
ー
側
に
、
完
全
で
な
く
と

も
構
わ
な
い
か
ら
ド
ラ
フ
ト
を
作
る
よ
う

に
促
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
出
せ
な
い

の
が
現
状
だ
」

そ
の
理
由
と
し
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
職
員
は
Ｕ
Ｐ
の
教
授

で
あ
り
、
財
務
面
の
プ
ロ
が
い
な
い
こ
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
主
な

対
象
と
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
て
具
体
的
に
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
善
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
位
目
標
「
年
間
４

０
０
人
の
研
修
修
了
者
の
輩
出
」（
評
価
指

標
上
の
記
述
）
の
達
成
を
左
右
す
る
施
設

の
拡
大
も
今
後
の
課
題
だ
。
当
初
か
ら
フ

ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
日
本
の
無
償
資
金
協
力

に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
要
請
し
て
い

る
が
、
現
在
、
同
国
に
対
す
る
無
償
資
金

協
力
は
見
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
※
。
セ
ン

タ
ー
は
デ
ィ
リ
マ
ン
校
の
建
物
を
間
借
り

し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
年
間
90
人
が
限

界
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
直
接
的
な
イ
ン

パ
ク
ト
は
限
ら
れ
る
。
終
了
ま
で
残
り
1

年
と
な
っ
た
現
在
、
資
金
を
引
き
込
む
た

め
の
透
明
性
の
確
保
を
含
め
た
運
営
体
制

の
強
化
と
、
代
替
と
な
る
研
修
施
設
の
確

保
が
必
要
だ
。
合
田
さ
ん
は
「
Ｉ
Ｔ
技
術

者
の
需
要
や
、
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ
は
極

め
て
大
き
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高
学
府
の

Ｕ
Ｐ
が
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と

を
使
命
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
自

分
た
ち
の
力
で
活
路
を
見
い
だ
す
こ
と
は

可
能
だ
」
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
自
助
努
力
を

期
待
し
て
い
る
。

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
無
償
資
金
協
力
に
先
行
し
て

開
始
さ
れ
、
そ
の
上
位
目
標
は
セ
ン
タ
ー
の
新
設

を
見
越
し
て
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
無
償
資
金

協
力
は
、
日
本
か
ら
の
資
金
で
調
達
す
る
物
品
な

ど
へ
の
付
加
価
値
税
（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
の
未
還
付
を
理

由
に
２
０
０
３
年
よ
り
新
規
供
与
が
中
断
さ
れ
て

い
た
。
な
お
、
還
付
完
了
が
間
近
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
無
償
資
金
協
力
が
近
く
再
開
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
Ｉ
Ｔ
研
修
セ
ン
タ
ー
建
設
の
要
請
が
進
展
す

る
か
ど
う
か
は
未
定（
07
年
5
月
現
在
）。

問題解決は「あせらず、あなどらず、あきらめず」
アジアのIT立国を目指すフィリピンは、産学連携によるIT産業振興を推進しているが、IT技術者のレベル向上が課題だ。

JICAはIT産業界が求める質の高い技術者を育成するため、「IT人材育成プロジェクト」を実施している。昨年行われた中

間評価後の取り組みを、合田
ごうだ

ノゾム・チーフアドバイザーに聞いた。

フィリピン�

インドネシア�

マレーシア�

Philippines

＜フィリピンIT人材育成プロジェクト＞�
http://ittc.up.edu.ph/ithrd/index.html

上位目標�

プロジェクト目標�

成果�

IT研修センターが、大学卒業生（IT関連学部ほか）およびIT産業界の現職技術者に
対して、IT産業界のニーズに合ったIT研修を実施できるようになる。

①IT研修センターの組織・機能が確立・強化される。
②フィリピン側講師の、IT共通（コアコース）、アプリケーション開発、エンベデッドシス
　テム、ネットワークシステム各科目における教育スキルや知識が向上する。
③IT研修センター関係者（カウンターパートおよび外部協力者）のみで、産業界のニ
　ーズに合った研修計画の策定、カリキュラム・教材・指導方法の開発、研修の実
　施を行い、実施結果を踏まえた研修コース改訂が行えるようになる。
④IT産業界との強いパートナーシップの確立と連携が強化／維持できるようになる。
⑤IT研修センターが公的なIT研修機関として認識される。

IT研修センターが、フィリピンIT産業界に対して、将来リーダーとなり得るIT技術者を
継続して供給できるようになる。

Ｉ
Ｔ
人
材
の
質
的
な
ギ
ャ
ッ
プ

産
学
連
携
の
強
化
を

財
務
面
で
の
脆
弱
性
が
課
題

2006年度フルタイムコースの卒業制作発表会で、１年間の学習の成果をプレゼンテーションする受講生。フ
ルタイムコースでは、企業の即戦力となる人材を輩出するため、IT技術のみならず、年間を通じてITビジネ
ススキルや日本語の研修も行われる

2007年4月27日、06年度フルタイムコースの卒業式が開催された。
カロ所長（中央）と合田さん（左）から卒業証書を授与される卒業生。
06年度は56人が卒業。フィリピンIT産業界での活躍が期待される
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